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長寿バンザイ 第29回

笑顔が素敵で元気な多並さん。これからも、お体に気を付けて元気でいらしてください。

Ｑ．毎日楽しみにしている事は？
Ａ．畑に行くことです。野菜を育てて、自分の作っ
た野菜を友人に配ることが楽しみです。色んな
野菜を育てていますよ。

Ｑ．思い出に残るエピソードは？
Ａ．旅行に行ったことは一つ一つが思い出に残って
います。農協の年金友の会の会長を５年半務め
ましたし、地区の旅行会の会長も40年近く続け
ていて、日本全国たくさん旅行に行きました。

　　友人とホテルでカラオケをして締めにラーメン
を食べるのが毎回楽しみです。

Ｑ．長寿の秘訣は何ですか？
Ａ．やはり毎日、畑へ行くことですかね。あとは、
たくさん食べること。特に、麺類が好きです。
セサミン（サプリ）も摂っていて、健康にも気
を使っています。

昭和10年１月25日生まれ　88歳
古河地区

多並 益太郎さん
た　  なみ　   ます　  た　  ろう

　
今
回
は
総
和
地
区
の
小
島
洋
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
も
と
も
と
工
場
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に

家
業
の
農
家
を
継
い
で
約
10
年
が
た
ち
、
現
在
は
洋
一
さ

ん
を
中
心
に
ご
両
親
、
外
国
人
技
能
実
習
生
６
名
で
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ル
、

ロ
マ
ネ
ス
コ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
米
な
ど
幅
広
く
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
キ
ャ
ベ
ツ
が
出
荷
を
迎
え
て
い
て
、
一
作
11
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
年
間
だ
と
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
お
り
、
週

一
度
の
消
毒
作
業
な
ど
が
特
に
大
変
だ
そ
う
で
す
。

　
苦
労
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
手
を
か
け
た
分
、

品
質
の
良
い
も
の
が
で
き
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
く
、
作

付
け
を
早
め
た
り
、
遅
め
に
し
て
み
る
な
ど
今
ま
で
と
違

っ
た
こ
と
を
し
た
と
き
に
上
手
く
い
っ
た
と
き
が
特
に
嬉

し
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
「
現
状
維
持
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
規

　
古
河
市
立
下
大
野
小
学
校
の
５
年
生
は

９
月
９
日
、
む
つ
み
管
内
の
田
ん
ぼ
に
て

稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
児
童
の
保
護
者
達
が
組
織
す
る
「
お

や
じ
の
会
」
が
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

が
全
面
協
力
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
５
月

小
学
生
が

　
　
稲
刈
り
体
験

総
和
地
区
　
小
島
　
洋
一
さ
ん

輝
く
人

模
を
拡
大
し
て

毎
年
良
い
も
の

が
作
れ
る
よ
う
、

肥
培
管
理
を
し

っ
か
り
し
て
い

き
た
い
。
ま
た

出
荷
時
の
異
物

混
入
や
病
害
虫

に
も
気
を
付
け

て
こ
れ
か
ら
も

や
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

20
日
に
行
わ
れ
た
田

植
え
体
験
で
、
児
童

た
ち
が
植
え
た
「
マ

ン
ゲ
ツ
モ
チ
」
の
稲

を
刈
り
ま
し
た
。

　
お
や
じ
の
会
の
稲
刈
り
実
演
後
、
児
童

た
ち
は
鎌
で
稲
の
根
本
を
刈
り
、
刈
り
取

っ
た
穂
を
ま
と
め
ま
し
た
。
始
め
は
不
慣

れ
な
児
童
た
ち
で
し
た
が
、
お
や
じ
の
会

の
方
た
ち
に
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
行
っ
て
い
く
う
ち
に
「
ち
ゃ
ん
と
ま
と

め
ら
れ
た
」

「
た
く
さ

ん
刈
れ
た
」

と
、
初
め

て
の
体
験

を
楽
し
み

ま
し
た
。

田
植
え
か

ら
稲
刈
り

ま
で
の
体

験
を
通
し

て
、
お
米

の
で
き
る

ま
で
の
大

変
さ
を
学
び
、
児
童
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
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トラクターの前でお子さん２人と一緒に
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「
ぬ
く
も
り
」
で
元
気
に
「
運
動
会
」

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」
で
は
10
月
６
日
に
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
楽
し
み
に
38
名
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、「
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す（
笑
）」と
選
手
宣
誓
を
発
し
、赤
組・白
組
に
分
か
れ
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

古
河
支
店
で
Ｊ
Ａ
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

古
河
市
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
パ
ッ
ク
ご
飯
を
寄
贈

　
茨
城
む
つ
み
は
９
月
19
日
、
食
を
通
じ
た

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
生
活
が
苦
し

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
古
河
支
店
は
10
月
３
日「
Ｊ
Ａ
ス
マ
ホ
教
室
」を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
の
一
環
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
全
中
と
農
林
中
金
の
連
携
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
ス
マ
ホ
講
師
１
名
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
３
名
、

茨
城
県
信
連
職
員
２
名
を
招
き
、
９
名
の
受
講
者
が
、
ス
マ
ホ
の
基

本
操
作
な
ど
約
３
時
間
の
講
座
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
講
者
た
ち
は
習
っ
た
こ
と
を
そ
の
場
で
実
践
し
、
積
極
的
に
講

師
に
質
問
す
る
な
ど
と
て
も
意
欲
的
で
、「
写
真
の
撮
り
方
を
覚
え
た

か
ら
孫
を
撮
り
た
い
」「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
た
」
な
ど
嬉
し
そ

う
に
話
し
ま
し
た
。

長
田
小
学
校
で
「
食
農
出
張
授
業
」

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
９
月
22
日
、
境
町
立
長
田
小
学
校
５
年
生
45
名
を
対
象
に
「
食
農
出
張

授
業
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
農
業
の
理
解
を
深
め
、
地
産
地
消
・
国
消
国
産

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
始
め
に
Ｊ
Ａ
茨
城
中
央
会
鯉
沼
圭
二
調
査
役
よ
り
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
児
童
た

ち
に
茨
城
県
で
全
国
１
位
の
農
産
物
を
当
て
て
も
ら
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、続
い
て
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育
セ
ン
タ
ー
柴
﨑
弘
治
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
地
産
地
消
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ

い
ひ
と
り
親
世
帯
や
子
ど
も
食
堂
利
用
者
を

支
援
し
よ
う
と
古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

　
最
後
に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ア
プ
リ
の
紹
介
が
あ
り
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
大
変
便
利
な
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
も
繋
が
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。
最
後
に
境
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
黒
木
セ
ン
タ
ー
長
を
講

師
と
し
て
、
境
町
の
農
業
・
レ
タ
ス
等
の
地
元
農
産
物
に
つ
い
て
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
境
町
の
農
業
に
ま
つ
わ
る
話
を
し
た
後
、
レ
タ

ス
・
ト
マ
ト
・
ね
ぎ
・
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
４
つ
の
野
菜
の
説
明
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
児
童
た
ち
は
興
味
津
々
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
授
業
を
受
け
、
児
童
た
ち
は
「
野
菜
を
残
さ
ず
食
べ
よ
う

と
思
っ
た
」「
農
家
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
野
菜
が
で
き
る
ま
で
の
過
程
な
ど
を

学
び
、
子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
、
農
業
に
関
心

を
持
ち
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
繋
が
る
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
万
国
旗
が
飾
ら
れ
た
施
設
内
で
は

パ
ン
食
い
競
争
や
玉
入
れ
、
借
り
物

競
争
な
ど
白
熱
。
ス
タ
ッ
フ
も
交
じ

り
声
援
も
飛
び
交
う
賑
わ
い
に
。
中

で
も
「
綱
回
し
」
は
み
ん
な
で
囲
み
、

輪
に
な
っ
た
綱
を
送
り
出
し
、
赤
白

ど
ち
ら
が
早
く
３
回
ま
わ
す
か
を
競

い
ま
す
。
こ
れ
は
見
て
い
る
側
も
興

奮
し
ま
す
。
総
合
優
勝
は
白
組
。
リ

ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て
皆
さ
ん
終
始
笑
っ

た
り
、
一
生
懸
命
体
を
動
か
し
た
り

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

管
内
で
生
産
さ
れ
た
米
を
使
用
し
た
、
む
つ
み
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

パ
ッ
ク
ご
飯
を
９
ケ
ー
ス
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
増
加
す
る
生

活
困
窮
世
帯
に
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
通
し
て
食
糧
支
援
を
行
い
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
活
動
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
谷
島
勇
常
務
理
事
は
「
古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
活
動
を
知
り
、
賛
同
し
寄
贈
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
Ｊ
Ａ
の
こ
と
を
少
し

で
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

綱回し。スタッフの手拍子に乗ってみんなで速く回します。

玉入れ。入れる球を全部カゴに入れてしまう正確さに驚き。
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女
性
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
勉
強
会

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

と
、
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
女
性
部
連
合
は
９
月
26
日
、
東
京
都
飯

田
橋
に
あ
る
家
の
光
協
会
に
出
向
き
、
同
協
会
の
滝
本
匡
志
さ

ん
を
講
師
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
か
ら
・
地
域
か
ら
世
界
の
「
今
」
を
想
像
し
て
、
持

続
可
能
な
世
界
と
は
何
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
に
対
し
て
「
個

人
」
で
で
き
る
こ
と
、「
組
織
」
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
な
ど
勉

強
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
び
、
女
性
部
員
は
「
と
て
も
為
に
な

っ
た
」「
節
電
・
節
水
・
食
品
ロ
ス
な
ど
に
気
を
付
け
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
勉
強
会
の
あ
と
は
浅
草
寺
を
散
策
す
る
な
ど
、
と
て
も
充
実

し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

古
河
支
店
で
野
菜
や
お
肉
の
直
売
会

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
古
河
支
店
で
は
10
月
13
日
、
直
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
年
金
の
受
取
日
に
合
わ
せ
て
、
直
売
所
総
和
店
の
協
力
の
も
と
、

古
河
支
店
で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
は
野
菜
販
売
だ
け
で
な

秋
冬
リ
ー
フ
系
レ
タ
ス
品
質
規
格

検
討
会　
４
地
区
で
開
催

　
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
、
総
和
地
区
園
芸
部
会
、
三
和

地
区
野
菜
生
産
部
会
、
猿
島
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
９
月

下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
品

質
規
格
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
市
場
関
係
者
、
関
係
機

関
、
部
会
員
ら
が
参
加
し
今
後
の
有
利
販
売
に
向
け
、
外

葉
の
調
整
や
形
状
な
ど
念
入
り
に
確
認
し
出
荷
規
格
を
統

一
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
秋
冬
リ
ー
フ
系
レ
タ
ス
の
出
荷
は
、
９
月
か

ら
12
月
を
見
込
ん
で
お
り
10
月
中
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
出

荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

規格を確認する生産者

く
、
Ｊ
Ａ
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
茨

城
県
銘
柄
で
あ
る
「
ロ
ー
ズ
ポ

ー
ク
」
の
試
食
も
行
い
、
た
く

さ
ん
の
お
客
様
に
試
食
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
お
肉
が
と
て

も
美
味
し
い
」「
野
菜
が
安
く
買

え
て
嬉
し
い
」
と
大
好
評
で
し

た
。

　
次
回
の
開
催
は
、
12
月
15
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和５年11月　農薬窓口相談会開催日

　本年度第 4回目となる農薬窓口相談会を、下記のとお
り開催致します。
　なお、当日は農薬相談受付とともに、
重点品目に限り「特別価格」での販売も
行います。ぜひお立ち寄り下さい。

※開催時間＝９時～３時まで。
　同時に三和地区以外はむつみ感謝デーも開催いたします。

地 区 名 開 催 場 所 開 催 日

猿島地区 11／25 ㈯

古河地区 11／11 ㈯

境 地 区 11／18 ㈯

三和地区 11／24 ㈮

五霞地区 11／25 ㈯

総和地区 11／18 ㈯ 総和支店

猿島中央支店

古河支店

境支店

五霞支店

三和地区営農センター 選果場前

農薬窓口相談会開催のお知らせ
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組合員のみなさまへ
茨城むつみ農業協同組合
代表理事組合長　石塚克己

【参考指標】 事 業 総 利 益 1,024,080千円 （前年対比  100.2％ 1,581千円）
事 業 管 理 費 943,739千円 （前年対比  99.2％ ▲7,154千円）
事 業 利 益 80,342千円 （前年対比  112.2％ 8,735千円）
経 常 利 益 151,709千円 （前年対比  101.4％ 2,120千円）
税引前当期利益 131,170千円 （前年対比  88.4％ ▲17,210千円）
当 期 剰 余 金 75,386千円 （前年対比  106.2％ 4,390千円）

令和５年度上半期について
　日頃より当組合をご利用いただき誠にありがとうございます。
　当組合では、組合員のみなさま・ご利用者のみなさまに愛される組合づくりに役職員一丸とな
って取り組んでおります。
　数年前から続くコロナ禍が一定の収束を見せたものの、みなさまにはご不便をお掛けしている
状況にあります。本年度上期の経営状況におきましては、光熱費の高騰による経費の増加等があ
りましたが、引き続き組合員・利用者の方が安心できる組合である様に努めて参ります。
　今後社会情勢はまだまだ不透明ではありますが、みなさまにおかれましては、健康に十分にご
留意されご自愛くださいますようお願い申し上げます。

〒306-0404 茨城県猿島郡境町長井戸23
茨城むつみ農業協同組合 ☎0280-87-1161 総務企画部 総務人事課問い合わせ先

職員募集JA茨城むつみ令和６年度採用

正職員

総合職

茨城むつみ農業協同組合管内（境町、五霞町、
古河市、坂東市（旧猿島町））の本店または支店、
事業所

高校、大学、短大、専門学校を令和６年３月に
卒業予定の方もしくは上記各既卒者で31歳未満

（令和６年４月１日時点）までの方

大卒（新卒の場合）：180,580円（基本給）～＋その他手当
短大・専門卒（新卒の場合）：170,000円（基本給）～
＋その他手当
高卒：157,580円（基本給）～＋その他手当

月～金（８：30～17：30）休憩60分
（配属先により変更の場合有り）

土曜、日曜、祝祭日（配属先により変更の場合有り）
年末年始、有給休暇、誕生日休暇、リフレッシュ休暇、
特別休暇

昇給年１回、賞与年２回、厚生年金、各種保険完備、
各種手当（世帯、通勤、資格）等

当組合指定履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書、
成績証明書、写真１枚　タテ４cm×ヨコ３cm

①筆記試験：一般教養（文章読解力、数的能力、
論理的思考力、社会常識、基礎英語力）、適正検査、作文
②面接試験

日時　令和５年12月１日㈮　午後１時30分～
場所　茨城むつみ農業協同組合　本店

日時　令和６年１月15日㈪
場所　茨城むつみ農業協同組合　本店

マイナビ2024よりエントリーの上、
令和５年12月１日㈮開催の説明会へ
ご参加ください。

マイナビ2024

雇 用 形 態

募 集 職 種

勤　務　地

応 募 資 格

月　　　給

勤 務 時 間

休 日 休 暇

待　　　遇

提 出 書 類

選 考 方 法

説　明　会

試　験　日

応 募 方 法
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当
選
者

⬇タテのカギ
二重マスの文字をA～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１
２
３
４
６
９
11
13
15
17
19

甘柿の王様と呼ばれることもあります
屋内のこと。ー派
ボンレスー、ーサンド
漢字では石榴、柘榴などと書く果物
たき火に手をかざして取ります
飲んで食べて話して楽しみます
山野で生まれ育ったヤマノイモ
奇術師が披露するもの
ベンチよりふかふかしています
富士山の山頂を白くします
漬物やワインを詰めます

２
５
７
８
10
12
14
16
18
20

21

➡ヨコのカギ

9 月号の答え
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ア キ ナ ス

　第355号の答えは、「アキナス」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
● 生井久美子 ● 大久保一雄 ● 中川　澄子
● 羽兼　盛夫 ● 上窪よう子 ● 金久保あい

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）
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日光の紅葉の名所。48個のカーブがあります
ー大敵、運転中は気を引き締めて
白ーに身を包んだ花嫁さん
ジョギングや水泳、筋トレなどはこの一種
ハウスを使わず作物を育てるー栽培
考えるときにひねるもの
応用に移る前にしっかりと
１カ月の後ろ３分の１
ペンのはキャップと呼ぶこともあります
東京都中央区の地名。豊洲へ移転した東京都
中央卸売市場があった場所
２人でおそろいの服を着ます

6 ＪＡ茨城むつみ　11月号

　　

【お問合せ】茨城県立坂東清風高等学校　櫻井 
住所：坂東市岩井 4319 － 1
電話：０２８０（８８）８２２２

坂東清風高等学校
シクラメン販売のお知らせ

１　日　　時：
　　令和５年 12月３日㈰
　　　　　　　　８：00〜 14：00
２　販売場所：
　　坂東清風高等学校　農場（草花温室）
　　坂東市逆井２８３３－１１５
３　備　　考：
　　・シクラメンの販売数に限りがありま

すので、売り切れの際はご了承願い
ます。

　　・旧坂東総合高校正門が使用できない
為、坂東清風高校農場北門での出入り
口となりましたのでご了承願います。

　　場所の詳細はこちらをご確認下さい。
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相続に関するご相談を受け付け専門家 （税理士 ・司法書士等） との連携で組合員の皆様をご支援致します。
お気軽にお問い合わせください。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報 No.3

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先

①もち米を洗い、前日から水に浸しておきます。翌日、蒸し器で蒸かし餅つき機でつきます。
②ついたお餅にバターを入れ溶けたら、小麦粉、砂糖、塩を入れます。よく混ぜてから卵黄を入れます。
③卵黄がきれいに混ざったら、お餅に片栗粉をつけて、のします。3時間程して、ある程度の固さになったら、
　適当な大きさに切り分けます。切り口にも片栗粉をまぶしバター餅の完成です。

やわらかバター餅やわらかバター餅

【作り方】【作り方】

【材料】
もち米……１升
バター……100ｇ
小麦粉……１カップ
砂糖………１カップ
塩…………小さじ１
卵黄………２個分
片栗粉……たっぷり 提供者

猿島地区女性職員

大切な家族が幸せであるために、今から考えよう！

相続セミナー『事前対策』開催
遺言・相続登記・贈与税・相続税について解説します。

参加無料 司法書士・税理士による

開催日 ： 令和 5 年12月 8 日（金）
時　間 ： 午後 1 時３０分より 『 ２ 時間程度』
場　所 ： 茨城むつみ農業協同組合  本店  会議室 （境町長井戸２３番地）
申込みについては、事前予約が必要です。 申し込み先：最寄りの各支店  又は  本店総務企画課まで
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